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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次

第39期

第２四半期

連結累計期間

第40期

第２四半期

連結累計期間

第39期

会計期間
自　平成24年５月１日

至　平成24年10月31日

自　平成25年５月１日

至　平成25年10月31日

自　平成24年５月１日

至　平成25年４月30日

売上高 （千円） 9,364,953 7,380,107 19,427,657

経常利益又は経常損失（△） （千円） 465,384 △221,254 516,183

四半期（当期）純利益又は四
半期純損失（△）

（千円） 282,318 △140,841 303,331

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 282,076 △164,402 330,806

純資産額 （千円） 6,701,566 6,375,842 6,645,271

総資産額 （千円） 10,919,278 10,153,815 10,761,348

１株当たり四半期（当期）純
利益金額又は四半期純損失金
額（△）

（円） 48.39 △24.14 51.99

潜在株式調整後１株当たり四
半期(当期)純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 61.4 62.8 61.8

営業活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） 1,838,087 △231,366 526,454

投資活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） △52,122 △43,532 △125,511

財務活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） △470,832 965,882 △911,989

現金及び現金同等物の四半期
末(期末)残高

（千円） 3,499,608 2,366,503 1,675,470
 

　

回次
第39期

第２四半期
連結会計期間

第40期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成24年８月１日
至　平成24年10月31日

自　平成25年８月１日
至　平成25年10月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 5.50 33.98
 

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　

(1)　業績の状況

当第２四半期連結累計期間(自　平成25年５月１日　至　平成25年10月31日）におけるわが国経済

は、政府の金融政策や成長戦略などを背景に輸出企業を中心に好調に推移するとともに、個人消費も底

堅く推移したものの、欧州金融リスクの懸念や新興国の成長鈍化、円安による原材料費高騰もあって景

気の回復にはまだまだ予断を許さない展開にあると言えます。

このような状況の下、当社グループでは、メディアで取り上げられることも増え、ますます活況を呈

してきていると言える美容健康機器業界において、中長期的な成長のためにヤーマンブランドの浸透を

重視した広告戦略を積極的に継続展開してまいりました。一方、大手家電量販店向け卸売事業において

は、ヤーマンブランドのアピールを強めるために代理店を経由しない直接取引形態への移行を前期より

着手致しましたが、大口取引先との取引の切り替えが第３四半期以降となったことから、店販卸事業に

おける売上高は減少する結果となりました。このような状況への対応として、直販事業において、広告

効果を重視した利益重視政策に転換することにより、販売費及び一般管理費を削減しましたが、売上高

の減少に伴う売上総利益の減少を補うには至らず、当第２四半期連結累計期間における売上高は

7,380,107千円（前年同四半期比21.2％減）、経常損失は221,254千円（前年同四半期は465,384千円の

利益）、四半期純損失は140,841千円（前年同四半期は282,318千円の利益）となりました。
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セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　通販部門

通販部門では、テレビによる通信販売業者を経由した個人顧客への販売、カタログ通販会社向けの販

売、インターネット専売業者向けの販売を行っております。

ショッピング専門チャンネル向けではアパレル品を中心に安定した売上を計上しておりましたが、地

上波通販会社向けやカタログ通販会社向けで苦戦し、売上高は2,839,481千円（前年同四半期比10.9％

減）、セグメント利益は962,821千円（前年同四半期比22.8％減）となりました。

　
②　店販部門

店販部門では、家電量販店、大手百貨店、バラエティショップ等への販売を行っております。

前期より進めてまいりました大手家電量販店向け卸売事業における、大口取引先との取引の切り替え

が第３四半期以降となったことから、売上高は1,199,408千円（前年同四半期比50.9％減）、セグメン

ト利益は288,913千円（前年同四半期比72.8％減）となりました。

　
③　直販部門

直販部門では、インフォマーシャルや雑誌、新聞、Web等を用いた個人顧客への販売を行っておりま

す。

当第２四半期連結累計期間では、特に新聞、雑誌媒体やインフォマーシャルにおける広告宣伝費につ

き効果を重視して支出した結果、売上高は3,210,594千円（前年同四半期比9.8％減）となりましたが、

セグメント利益は159,006千円（前年同四半期比95.1％増）となりました。

　
(2)　財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末に比べ607,533千円減少し、

10,153,815千円となりました。現金及び預金の増加691,037千円、受取手形及び売掛金の減少1,321,184

千円、商品及び製品の増加299,659千円が主な要因であります。

負債は、前連結会計年度末に比べ338,104千円減少し、3,777,972千円となりました。支払手形及び買

掛金の減少511,741千円、長期借入金の増加990,882千円が主な要因であります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ269,428千円減少し、6,375,842千円となりました。四半期純損失

の計上140,841千円及び剰余金の配当105,025千円による利益剰余金の減少245,867千円が主な要因であ

ります。

　

(3)　キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比して691,032千

円増加の2,366,503千円となりました。

営業活動の結果使用した資金は、231,366千円（前年同期は1,838,087千円の獲得）となりました。こ

れは主に、税金等調整前四半期純損失△223,141千円の計上、売上債権の減少1,344,809千円、仕入債務

の減少△515,715千円、未払金の減少△849,685千円及び法人税等の還付額235,264千円等によるもので

あります。

投資活動の結果使用した資金は、43,532千円（前年同期は52,122千円の使用）となりました。これは

主に、有形固定資産の取得による支出△23,831千円、無形固定資産の取得による支出△19,681千円等に

よるものであります。
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財務活動の結果獲得した資金は、965,882千円（前年同期は470,832千円の使用）となりました。これ

は主に、長期借入による収入1,400,000千円、配当金の支払いによる支出△105,154千円、長期借入金の

返済による支出△283,967千円等によるものであります。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが事業上及び財務上対処すべき課題について、重

要な変更及び新たな発生はありません。

　

(5)　研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、41,653千円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 19,555,552

計 19,555,552
 

　

②　【発行済株式】

　

種類

第２四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成25年10月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成25年12月13日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 5,834,888 5,834,888
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株
であります。

計 5,834,888 5,834,888 － －
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成25年10月31日 － 5,834,888 － 1,813,796 － 1,313,795
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(6) 【大株主の状況】

平成25年10月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

山﨑　行輝 東京都江東区 888,960 15.24

株式会社日本政策投資銀行 東京都千代田区大手町一丁目９番６号 775,088 13.28

山﨑　貴三代 東京都江東区 620,460 10.63

山﨑　静子
(常任代理人 三菱UFJモルガン・ス
タンレー証券株式会社)

米国カリフォルニア州サンノゼ
(東京都千代田区丸の内二丁目５番２号)

595,440 10.20

山﨑　光英 東京都江東区 245,360 4.21

Victoria Yamazaki
(常任代理人 三菱UFJモルガン・ス
タンレー証券株式会社)

米国ニュージャージー州ハイランドパーク
(東京都千代田区丸の内二丁目５番２号)

208,000 3.56

山﨑　知美
(常任代理人 三菱UFJモルガン・ス
タンレー証券株式会社)

米国ワシントン州アナコルテス
(東京都千代田区丸の内二丁目５番２号)

208,000 3.56

山﨑　岩男 東京都江東区 147,360 2.53

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番11号 142,300 2.44

松本　行雄 東京都足立区 107,960 1.85

計 ― 3,938,928 67.51
 

（注）１．発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点以下第３位を四捨五入しております。

２．上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）142,300株

　
(7) 【議決権の状況】

①　【発行済株式】

平成25年10月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 100 　 　

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,832,900 58,329 －

単元未満株式 普通株式 1,888 － －

発行済株式総数 　 5,834,888 － －

総株主の議決権 － 58,329 －
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②　【自己株式等】

平成25年10月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合(％)

ヤーマン株式会社
東京都江東区古石場

一丁目４番４号
100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00
 

　
　
　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成

19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年８月

１日から平成25年10月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年５月１日から平成25年10月31日

まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けてお

ります。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,270,255 2,961,293

受取手形及び売掛金
※ 2,707,681 ※ 1,386,496

有価証券 50,100 50,115

商品及び製品 3,731,974 4,031,633

仕掛品 41,347 48,934

原材料及び貯蔵品 305,139 247,711

その他 693,678 477,497

貸倒引当金 △7,970 △5,554

流動資産合計 9,792,207 9,198,128

固定資産

有形固定資産 541,867 546,612

無形固定資産 307,120 282,284

投資その他の資産

その他 137,308 126,790

貸倒引当金 △17,155 －

投資その他の資産合計 120,152 126,790

固定資産合計 969,140 955,686

資産合計 10,761,348 10,153,815

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,644,060 1,132,319

1年内返済予定の長期借入金 403,643 528,793

1年内償還予定の社債 35,000 －

未払金 1,473,082 623,397

未払法人税等 15,818 25,324

賞与引当金 27,500 28,100

返品調整引当金 183,054 106,242

その他 72,979 81,581

流動負債合計 3,855,139 2,525,758

固定負債

長期借入金 236,686 1,227,568

その他 24,251 24,645

固定負債合計 260,938 1,252,214

負債合計 4,116,077 3,777,972
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年10月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,813,796 1,813,796

資本剰余金 1,313,795 1,313,795

利益剰余金 3,491,494 3,245,627

自己株式 △140 △140

株主資本合計 6,618,945 6,373,078

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,307 2,764

繰延ヘッジ損益 24,018 －

その他の包括利益累計額合計 26,325 2,764

純資産合計 6,645,271 6,375,842

負債純資産合計 10,761,348 10,153,815
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年５月１日
　至 平成24年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年５月１日
　至 平成25年10月31日)

売上高 9,364,953 7,380,107

売上原価 3,579,579 2,937,283

売上総利益 5,785,373 4,442,824

返品調整引当金戻入額 155,504 183,054

返品調整引当金繰入額 137,398 106,242

差引売上総利益 5,803,479 4,519,636

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 2,858,890 2,484,487

貸倒引当金繰入額 14,250 －

給料及び手当 309,317 310,459

賞与引当金繰入額 27,500 28,100

減価償却費 51,626 52,067

研究開発費 48,766 41,653

その他 2,000,856 1,848,188

販売費及び一般管理費合計 5,311,206 4,764,957

営業利益又は営業損失（△） 492,273 △245,321

営業外収益

受取利息 401 303

受取配当金 37 123

為替差益 － 28,725

貸倒引当金戻入額 － 3,373

その他 4,093 10,419

営業外収益合計 4,532 42,945

営業外費用

支払利息 19,406 15,534

支払保証料 910 934

為替差損 9,371 －

その他 1,732 2,410

営業外費用合計 31,421 18,879

経常利益又は経常損失（△） 465,384 △221,254

特別損失

固定資産除却損 5,100 1,886

特別損失合計 5,100 1,886

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

460,283 △223,141

法人税等 177,965 △82,299

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

282,318 △140,841

四半期純利益又は四半期純損失（△） 282,318 △140,841
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年５月１日
　至 平成24年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年５月１日
　至 平成25年10月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

282,318 △140,841

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △241 456

繰延ヘッジ損益 － △24,018

その他の包括利益合計 △241 △23,561

四半期包括利益 282,076 △164,402

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 282,076 △164,402

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年５月１日
　至 平成24年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年５月１日
　至 平成25年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

460,283 △223,141

減価償却費 72,789 70,616

貸倒引当金の増減額（△は減少） 14,250 △19,571

賞与引当金の増減額（△は減少） － 600

返品調整引当金の増減額（△は減少） △18,106 △76,812

受取利息及び受取配当金 △439 △427

支払利息 19,406 15,534

為替差損益（△は益） 207 △49

固定資産除却損 5,100 1,886

売上債権の増減額（△は増加） 1,664,752 1,344,809

たな卸資産の増減額（△は増加） △443,179 △249,819

仕入債務の増減額（△は減少） 558,267 △515,715

未払金の増減額（△は減少） 56,058 △849,685

その他 △156,714 82,633

小計 2,232,676 △419,142

利息及び配当金の受取額 438 347

利息の支払額 △21,502 △15,692

法人税等の支払額 △373,524 △32,143

法人税等の還付額 － 235,264

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,838,087 △231,366

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △33,325 △23,831

無形固定資産の取得による支出 △18,771 △19,681

定期預金の預入による支出 △386,801 △386,820

定期預金の払戻による収入 386,775 386,801

投資活動によるキャッシュ・フロー △52,122 △43,532

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 － 1,400,000

長期借入金の返済による支出 △259,149 △283,967

社債の償還による支出 △95,000 △35,000

リース債務の返済による支出 △11,900 △9,995

自己株式の取得による支出 △39 －

配当金の支払額 △104,742 △105,154

財務活動によるキャッシュ・フロー △470,832 965,882

現金及び現金同等物に係る換算差額 △207 49

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,314,924 691,032

現金及び現金同等物の期首残高 2,184,684 1,675,470

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 3,499,608 ※ 2,366,503
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　

当第２四半期連結累計期間

(自　平成25年５月１日　至　平成25年10月31日)

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は税引前当期純損失に当該見積

実効税率を乗じて計算しております。
　

 

　

(四半期連結貸借対照表関係)

※  手形割引高

　
前連結会計年度

(平成25年４月30日)
当第２四半期連結会計期間

(平成25年10月31日)

受取手形割引高 142,603千円 56,639千円
 

　

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、

次のとおりであります。
　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年５月１日
  至  平成24年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年５月１日
  至  平成25年10月31日)

現金及び預金 4,094,404千円 2,961,293千円

預入期間が３か月超の定期預金 △644,881千円 △644,905千円

価格変動リスクの僅少な有価証券 50,085千円 50,115千円

現金及び現金同等物 3,499,608千円 2,366,503千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自  平成24年５月１日  至  平成24年10月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年7月27日
定時株主総会

普通株式 105,025 18.00 平成24年４月30日 平成24年７月30日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年12月14日
取締役会

普通株式 105,025 18.00 平成24年10月31日 平成25年１月９日 利益剰余金
 

　

当第２四半期連結累計期間（自  平成25年５月１日  至  平成25年10月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年7月26日
定時株主総会

普通株式 105,025 18.00 平成25年４月30日 平成25年７月29日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年12月13日
取締役会

普通株式 105,025 18.00 平成25年10月31日 平成26年１月９日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自  平成24年５月１日  至  平成24年10月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

通販部門 店販部門 直販部門 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,188,516 2,444,282 3,558,229 9,191,028 173,924 9,364,953 － 9,364,953

  セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － 119,303 119,303 △119,303 －

計 3,188,516 2,444,282 3,558,229 9,191,028 293,228 9,484,256 △119,303 9,364,953

セグメント利益 1,247,533 1,062,830 81,490 2,391,854 46,791 2,438,645 △1,946,372 492,273
 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、先端電子部門、海外戦略部門等を

含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△1,946,372千円には、セグメント間取引消去13,000千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,959,372千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販

売費及び一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第２四半期連結累計期間（自  平成25年５月１日  至  平成25年10月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

通販部門 店販部門 直販部門 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への
  売上高

2,839,481 1,199,408 3,210,594 7,249,484 130,622 7,380,107 － 7,380,107

  セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ － － － 121,757 121,757 △121,757 －

計 2,839,481 1,199,408 3,210,594 7,249,484 252,380 7,501,864 △121,757 7,380,107

セグメント利益 962,821 288,913 159,006 1,410,741 16,070 1,426,812 △1,672,133 △245,321
 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、先端電子部門、海外戦略部門等を

含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△1,672,133千円には、セグメント間取引消去18,600千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,690,733千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販

売費及び一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであり

ます。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年５月１日
  至  平成24年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年５月１日
  至  平成25年10月31日)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半
期純損失金額（△）

48.39円 △24.14円

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額
（△）(千円)

282,318 △140,841

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期
純損失金額（△）(千円)

282,318 △140,841

普通株式の期中平均株式数(株) 5,834,762 5,834,736
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

平成25年12月13日開催の取締役会において、平成25年10月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次

のとおり第40期（平成25年５月１日から平成26年４月30日まで）中間配当を行うことを決議いたしまし

た。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　105,025千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18.00円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　　　　　 平成26年１月９日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任 あずさ監査法人
 

指定有限責任社員
業務執行社員
　

　公認会計士   山   下         隆   ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員
　

　公認会計士   浅   野   俊   治   ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   篠   﨑   和   博   ㊞

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年12月13日

ヤーマン株式会社

取締役会  御中

　

 

　

 

 

 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

ヤーマン株式会社の平成25年５月１日から平成26年４月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
（平成25年８月１日から平成25年10月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年５月１日から平成
25年10月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを
行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ヤーマン株式会社及び連結子会社の平成25
年10月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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